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要   旨：  オレウロピンおよびヒドロキシチロソールは主なオリーブ油ポリフェノール

で、in vivoで抗増殖作用を有する。 
脂肪酸合成酵素は脂肪酸生合成の重要な同化酵素で、結腸の腫瘍発症で重要

な役割を演じている。 
 
２種類のヒト結腸癌細胞HT-29と SW620で、ヒドロキシチロソールおよ
びオレウロピンによって脂肪酸合成酵素の遺伝子発現およびその酵素活性が

調節されるかを研究することが、我々の目的であった。 
さらに、これらポリフェノールのこれら細胞の増殖およびアポトーシスに対

する影響を、我々は研究した。 
処理したHT-29細胞および SW620細胞で脂肪酸合成酵素の遺伝子発現を

PCR法、活性を放射化学的分析で評価した。 
ポリフェノール処理後の細胞増殖をMTT試験、アポトーシスをフローサイ
トメトリーで測定した。 

 
SW620細胞でヒドロキシチロソール処理後に検出された脂肪酸合成酵素の
遺伝子発現およびその酵素活性の抑制によって介在されたが、HT-29細胞に
おける抗増殖作用は、脂肪酸合成酵素とは無関係にみえる。 
オリーブ油は SW620細胞でだけ、脂肪酸合成酵素を排除するメカニズムで
抗増殖作用を発揮する。 

 


